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はじめに

場長渡辺道藍

近年高度経済成長に支えられた工業の飛踊的な膨張によって、大阪湾に対する

汚染負荷は年を急速に地大し、殊に並金属類やPCBなどの有害物質については

大阪湾のみならず全国的に魚介類汚染が憂慮される状態とたって来た。

これら有害物質に関する調査や研究は漸く各地で行われ始めたが、昭和48年

6月国が行った生鮮魚介類のPCB調査結果の発表と、その後の水銀の暫定基準

・許容摂取獄の発表など一連の報道で、一般浦費者に魚食に対する不安感が異常

に高まり、府下産魚介類についても出荷停止ないし魚価低落が続出して48年6

月以降数カ月にわたり本府漁業は出加不能の状態に陥り、パニック状態を呈する

に至ったことは周知の通りである。

当水産試験期は近年における海洋公害の多様化に対処すべ<48年度から「公

害調査施設整伽3カ年計画」を樹てて大型分析機器の整備に着手しつつあったの

で、急遥「ガスクロマトグラフ」の伽付けと放射性同位元素取扱主任者資格の取

得を急ぐ．とともに農林技術センターの応援を得て48年12月にはPCBの分析

態勢を整えることができる。

今回のPCB汚染魚問題に鑑み、大阪湾にお､いて今後突発的に起りうる各種の

海洋公害問題に対応しうる分析・澗査用機器の整側は不可欠であると考えられる

ので、「機器整備3カ年計画」に｡上って充実整備に努めたい。

昭和48年度における当水産試験場の特錐すべきもう一つの瓢業として標識放

流を含む稚魚の記念放魚事業がある。

当場が瀬戸内海栽培漁業の一環として従来から放流してきたクルマエビ及びガ

ザミ以外に、本府独自で菰苗量産技術を開発中のヨシエピとクロダイを含め、さ



らに水拭地先で採棚したマダイ稚魚をも合せて集中的に放流し、瀬戸内海栽培漁業

10周年の記念11業とした。なお､同時にクロタ・イ及びマダイはその生態等を鯛査す

るため棟織放流として実施した。

これらの放流馴業は今後さらに拡大して実施して行かねばその実効は期し難いと

思われるが、本年庇初期からのPCB汚染魚問題による沈滞したムート・を改善する

とともに沿岸魚に対する一般の不信感を挽回することに大きい役割を果し得たもの

と信ずる。

昭和48年は以上のように、大阪湾にとってのみならず、日本の沿岸漁業にとっ

て不幸な年であったが、同時にこれを一つの試練として受けとめ、わざわいを未然

に防止するための準備と努力が払われることを切に願うものであるc
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浅海定線調査

西田明 義、安部恒之、矢持進、城久

この調査は、漁海況予報事業の中の浅海定線調査として、内海の寓栄謹化現象と漁場礁境の把握雄一

的に、‘17年から実施している｡

図IN浅海定線謝I原図
調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域19点図1

2．調査項目

一般項目（水温，塩分量．透

明度，水色，気象）

特殊項目（懸濁物，溶存酸素

COD,NH一N,NOg-N

NOg-N,PO,-P,プランク

トン）

*NH4-N,NO2-N,

NO3-N,POj-Pはろ過水
を測定

3．調査回数

一般項目･･…･毎月1回

特殊項目……年4回（5，8，

11.2月）

4．測定層

水温・塩分鼠･…-0.5,10,

20.30m,底層
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調査結果

付表I

付表2

付表3

一般項目測定納果

特殊項目測定結果

プランクトン検鏡結果

叱
率

結果の概要 可－1宮

1．水温・塩分・栄拙塩等の季節変化

（水温・塩分）

0,5.10m胴の全平均価で水

温･塩分の季節変化をみたの力翻

2である。1973年（昭和-18年）

の水温は1．2月で前年よりl～

2℃吐く，8～9月は約1℃I斯

めであった。塩分では．’72年

8ハ以降の低かん状態が'73年

2月空で続き，その後回御した

が，8月以降は32紬台の伽か

ん状態となり’72年と大きく異

たる変化をしている。’73年後

半期における’72年に相対的な

高かん状態は，’73年の降水澱

が少ない（特に6，7月）（図3）

ことが大きな嬰囚となっている

と思われるが，烈潮の接岸畑向

が強かったこともIK1係している
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図2水温･塩分､の月別変化(0,5,10m層全瑠句）

（栄狭塩,DO,COD,透Iﾘ1度）

図‘1にNH,-N,NO-N,NO－N.PO一P(いずれも溶仔態),DO,COD,の我･庇層別

全点平均値の季節変化お上び透明艇の全点平均値の月別変化を示すc

狂肘の栄盤塩纏腫はいずれも夏季に低く，冬期に商いという一般的な季節変化をしている。

PO．－P漫収が駿楽飽和灰と対称的な変化をしていることからあきらかを主うに，表刷栄獲塩の周
も

期的な変動は光合成活動の強さに支配されているが．それは赤潮允姻時の濃灰低下によってより特

徴づけられているようである。庇刷の栄礎塩はNO-Nが表肘とIlじょう左変動をするが,NH.-N,

リ
』



po,-pは夏季高<，冬季に低いという表屈とは逆の季節変化をしている。これも庇胴の酸素飽和艇

の度化からわかるように，底圃での有機物の分解活動の強さに支配されている。特に8月における蔚

刷の貧駿素化↓PO4-Pの再生.溶出は顕著である。
CODについては．表層平均浪度が2pom以上の時はすべて赤潮発生時であり，大阪湾の有機汚:菅

をCODを指標値としてみるかぎり，汚濁の原因は赤潮であることを示している。

透明腿の月別平化をみると，平均透明度が約4祁以下の時けいずれも南部海城に塗で及ぶ大規模こ

赤潮が発生しているo'73年には2.3.4,12月を除いて赤潮が発生しており，大阪湾は周年にわた－

て赤潮が発生する過栄錐の状態になっているものと思われる。
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図3降水量の月呂1凌化(大彪軍象合資斜）
2．塩分・栄養塩分布の特徴について

47年度の浅海定線調査結果から，大阪湾における塩分と栄養塩の平均的な分布がよく対応し，栄

養塩の起源が河川水と外洋水の混合にエって支配されていることをすでに報告した（47年度邸業報

告）。ここでも童ず'73年の平均塩分・栄養塩分布の対応関係を､72年との比較のうえで検討する。

図5は各測点の年平均値(12回）より作製した’73年の表層埋分の水平分布である。これを'72年

の年平均分布（図6）と比較してみると，’73年は全体に約1賎程高かんになっているがその分布パ

ターンはよく顛似しているのが特徴である。’73年の3態-N.PO-Pについて,それぞれの各点

の4回平均値にエる水平分布図を図7に示す。3態-Nでは塩分の低下につれて漉腫が増加し，その

分布パターンはやや対応しているが.PQrpでは南部海域に低浬度域が出現し，塩分分布とは対応

していない。このように'73年では栄盤塩と塩'分の関係は明確ではなく，村!にPO,-Pにおいてそれ

－3－
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が著しい。この原因としては．（ｲ)栄養塩4回の観測時のうち,5.8.11月の3回とも赤潮が発生し一

いたこと．（ﾛ)5月観訓鵬には，荒天のため3日間{てわたって観測してお､り，南部と北部の海況が異云

り，第1日目南部海域でみられた大規模な赤潮の影響が栄謹塩分布の上に強くあらわれたことがあげ

られる。したがって栄撰塩の平均的な分布にも赤潮に由来する影靭があらわれたものと思われる。

そこで’73年11月について赤潮が発生している場合に栄錠塩分布がどのようになるかを，赤潮か

発生していなかった'72年II月と比較しながら険討してみるo(図8)は"72年I1月における表

層の垣分,NĤ -N,PO4－Pの水平分布である。栄錠塩分布は塩分分布とよく対応していることか

わかる。これに対して'73年11月における塩分，栄独塩の分布（図9)をみると,NOg-Nは塩分

分布に対応しているが,PO-P.NH-N特にPO4－Pは塩分分布と著しく異なる分布をしてお､ー

中央部に低濃度域が出現している。この時の赤潮種はSkeletonemacostatumであったが，

その個体数分布と，酸素飽和度分布（図10）に示す。

－5－
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臼【迦一P《1m今田

104個/cc以上であらわされる赤潮海域(斜線

部）は塩分の30絵と32強等量線で囲まれる

領域（図9(1)斜線部）と一致しているが，最も

強い赤潮海域は酸素飽和度分布にもあらわれて

いるように泉佐野沖のSt，9を中心とする海域

となっている。この個体数主､よび酸素飽和度分

布をさきのpo,-p分布と比較してみると．

PO-Pの低濃腰海域は最も強い赤潮海域と一

致している。したがってPO,-Pの分布は.'72

年11月のように本来塩分分布と対応してい

たけれども，赤蘭プランクトンによる取込みの

影響を受けて特異的な分布になったものと理解することができる。

このような理解のうえで再びNH.-N,NO3-Nの分布（図9)をみると．N03-Nにくらべ

NH.-Nは中南部海域で塩分分布と対応がなくなっており，平均濃度でも'73年11月はNO.-Nffl

度より低い（図4）。

このことは．この赤潮プランクトンがN源として,NO-Nil-・NH.-Nを選択的に取り込んで

いることを示している。

以上．’73年11月の例からもわかるように，赤潮が発生しているときの栄養塩濃度およびその分

布は，非発生時と比較して大きく異なる。したがって大阪湾のように周年にわたって赤潮が発生する

海域に土､いて，可溶性の栄養塩濃度によって富栄養化の推移をみる場合は，赤潮が発生する前の栄養

塩濃腰およびその分布を把握する方法を検討するとともに，プランクトンに取込まれた唾をも含む，

Total－P,Total-Nの観測が必要であると思われる。
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定置観測調査

西田明義

この綱在は毎日定刻に定1世観測点の気象海象を観測し，漁況，海況の変動把握と予測に役立てよう

とするものである。

なお本年歴（48年4月）より海象については，前年灰設僅した海況自動観測塔のデータを採用する

こととしたが，気象についても自動観測化（49年Ⅸ）をはかることにより50年没から観測楠度の向

上と打力化をはかる予定である。

観測地点

大阪府泉南郁岬町多奈川2926-1

大阪府水産試験場(N3419'12",E1357'24''）

観 測項目

気象＝天候ISfitl風向，風力，気温

海象＝水温，比m(塩分価）波浪→48年1月～3月

水醐，塩分蛾-.48年4．月～12月

観測頻度および時刻

毎日1回午前9時（気象および，48年1月～3月の海象），48年4月以降の水温，塩分獄につ

いては迎続観測の内1日4回(03.00.09.㈹’15.00.21.00)記録

観測況果

付我のとおり

－8－



大阪湾漁場水質

西田明義

この測盃は毎月1回定期的に大阪湾海域を航行し，調登船に設腔した自動観測機器によって海況を伽

続，自動的に測定紀録せるもので，湾奥汚濁水の動態赤潮の発生状況等を把握することによって湾内

漁場の水質を藍硯している。

観測項目と測定層

水温，塩素戯.PH,濁艇（以上自動観測).COD(実験室分析.水色（マンセルカラープ

クによる），透明腰の7項目を測定した。

採水廟はいずれも海面下70“

観測海域と観測地点

自励観測項'二1の測定値は航行海域の軌跡上に連続記録されるか，図I紀戦のとおり2fi地営を測

定原点とした。

篭た観測海域については昨年から泉佐野漁港（新港）地先(図－2)左らびに深日湾(図－3)も追加覗測

しているo

これらの海域の追加は，主として沿岸における新たな汚濁源の増加に伴う行政上の要誠によるもの

である。

観測回数

毎月1回（中旬).1回の覗測はl～2日間で行うc

観測結果

付表5のとお
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大阪湾水質監視調査測定地点

｜）点の位風

図I

（達I

観測点図

◎印の点感COD測定

東佐野漁港(新港)
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図2

図 三

泉佐野>魚港噺港地先観測海裁図

深日湾地先誇a測>毎域図

減
〃
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H
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一
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.COD・涜碇点

潟旋点

●印水温温素量PH.濁度測這愚
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漁港水質調査

西田明義

今後とも漁業振興をはかるべき泉南地区の7漁港について．漁港の管珊等水産行政上の要諦により，今後と‘

前年庇に引続きその港内水質を定期的に凋査した［

対象漁港 と採 水地点

泉佐野，岡田，両鳥取，下荘，淡輪，深H,小勘の7漁港合iti&地点（下図参照）

漁港水質調査地点図

観測項目と採水層

水温，塩素量,pH,COD,いづれも表刷

観測時期

4，7．10.1ノlの年4回

観測結果

第7回の調交は昭和48年4月16日に行った。（第3.4,5,6回は前年度実施）この調在では泉

佐野漁港水場岸壁お､よび同漁港入口ではCOD4.57～8.44Dpm,岡田漁港奥部と小島漁港内は4.24

－12－

》
一

《
’

噸漁港
■■■■■■■■■■■■■■■

へ冠重り‐

ﾉl喝漁巷
一

湿田漁港
一

下湛漁港
一

×印は…にお
ける調錘点.独
字は地点番号

0，麺Ⅳ
一-



~5.03ppmで，他の漁港が3ppm以下であるのに対し非常に高かった。小島漁港内では昨年(同月

にひきつづき海産ミドリムシ(15,O00cells/cc)による赤潮が発生している。

第8回の績査は昭和48年7月24日に行った。泉佐野漁港人口，同水揚岸砿および岡田漁港奥部

はCOD4.70～5.62ppniで汚染が強いか，その他の漁港では3ppm以下であった。

第9回の調査は昭和48年10月19日に行った。COD3ppm以上の漁港は泉佐野'(漁港入口，

同水揚岸壁），岡田（漁港奥部）でともに3.08～3.16ppmであったが，昨年同月調査鯖の各漁港

（泉佐野，岡田，下荘，深日の各奥部）のCOD4.1～6.6ppmより低い値となっている。

第10回の調査は昭和49年1月21日に行った。この調狂ではCODSppm以上の漁港はなかっ

た戒泉佐野（漁港水湯岸壁），岡田（漁港奥部）は2．57～2.88ppmでやや汚染しているようで

あった。今年庇の訓在でも昨年股にひきつづき汚染している漁港は泉佐野，岡田の漁港であった。今

回でこの鯛在は終了したｰ
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大 阪 湾 赤 潮 発 生状況調査

西田明義、安部恒之

大阪湾の水質汚濁現象の一つである赤潮の発生状況の把握については従来からも随時行なってきたが，

48年庇からは国の補助を受けて実施される「赤潮梢報交換事業」の一環として，調在体制を確立する

ことに上り，発生時期，規摸，優占穂等についてのより詳細な調充を行うものである。

調査の方法

発生状況を把握するための備報収集はおもに以下の方法によって行った。

①赤潮パトロー'しによる惰報収典

4月から10月戎で毎月2回水試調在船により大阪湾をl周する確認調査

②浅海定線調在および漁場水質監視調査時にお､ける確認調査（それぞれ毎月1回）

③赤潮悩報交換班業における協力漁協等による通報

調査結果

48年1月から12月をでに確認された赤潮について，発生海域，水色優占加等の状況を表-1に

示す。これら確認された赤潮の発生海域を図示したのが図Iである。をた48年，年Ⅲlの赤潮発生状況

について，月別発生件数，構成プランクトン別発生件数としてをとめたのが表2である。昭和48年は

1月>12月を除いて，毎月発生し，合計27件のうち20件は5月～9月の間に発生していた。柵成

プランクトン別ではSkeletonemacostatumを優占郡とするものが股も多<9件であった。

表3には47年の年Ⅲl発生状況を示す｡
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表－1昭和48年赤潮発生状折

48年1月～12月堂で確認のもの(1月.12月は赤潮発生なし）

■
Ｐ
も

赤＃
』

発生 確認月［ 発生 海力 水色 プランクトン優占種とその細胞数 備考

48年2月5～6E 岸和田～尾崎の沿岸海域 暗灰緑色
Skeletonemacostatum

Thalassiosirasp

Cells/in
赤潮

2 3月19I
堺～泉大津の沿岸海域

神戸沖

渥I
オリーブ色
黄茶色

Skeletonemacostatui

Peridiniumsp
赤浦

3 4月11日～121
神戸沖

堺地先海域

暗い茶（

灰緑色

Peridiniumsp

Skeletonemacostatui

1.1側～4.㈹0

14．3㈹
赤謝

4 ‘1月24n～26E

泉大津～淡路津田鼻を結び以北海

域

尾崎地先海域

オリーブ径

オリーブ色

Skeletonemacostatum

Peridiniumtrochoideur

Skeletonemacostatum

弱赤潮～

赤潮

赤潮

5 5月7日～9［

西宮沖

堺～泉大津地先海域

泉佐野～深日に至る海域

暗い茶色

オリ・

オリ‘

毛
宅

Skeletonemacostatui

〃

〃

20,㈹0

10．0帥

20.000～釦.OOfl

赤潮

弱赤潮

赤海

5月14日～191

神戸～尼崎に至る海域

大和川～堺おエび泉大津～岸和日
地先海域

岸和田～尾崎地先海域

違い黄緑色

オリーブ色

オリーブ巨

Skeletonemacostatum

″
″

赤潮ぎみ

赤漸

弱赤潮

7 5月別、～27t

淡路岩屋～仮屋沖

神戸～岸和田を結ぶ以北海域

堺～泉大津地先海域

朱色

〃

オリーブ色

Noctilucascintillans

0

Skeletonemacostatum

赤浦

〃

赤潮ぎみ

I 5月3011～31I 堺沖，岸和田沖，尾崎沖 朱色 Noctilucascintillans 赤粛



猿
応 発生砿i遇｣ 発生海 域 水色 プランクトン優占棚とその細胞溺 備考

48年6月‘1日～61

西宮～尼崎沖

泉佐野～淡桧に至る海域

堺～岸和田に至る海域

堺～泉佐野に至る海域

オリーブ雀

オリーブg

培い茶壱

オリーブ色

Skeletonemacostatui

〃

Skeletonemacostatui

黄色鞭毛虫男

赤海

Ｊ

〃

弱赤漸

10 6月11日～13 岸和田，泉佐野～神戸に至る海域
オリーブ色

～茶灰色

Skeletonemacostatui

ツノヒゲムシ

Prorocentrumtriestinun

Gymnodiniumlacustn

赤淵

I 6月19日～20

堺～神戸に至る以北海域

堺～泉大津に至る海域

淡輪～小島に至る海域

淡路佐野～淡路宮崎鼻に至る海域

オリーブ色

オリーブ色

暗緑色

暗緑色

Skeletonemacostatum

Noctilucascintillans

Ceratiumfurca

Prorocentrumtriestinui

Gymnodiniumlacustn

Peridiniumsr

Chaetocerossc

赤 漁

ノ

弱赤潮

q

Ⅱ 6月墾日～29

岸和田～神戸和田岬を城ぶ以北伽

域

貝塚～尾崎に至る海域

オリーブ色

～暗緑色

オリーブ色

Skeletonemacostatum

Prorocentrumtriestinu

赤淵

ﾛ

Ｍ
Ｉ
Ｍ 7月2日～4

大和川～岸和田に至る海域

神戸和田岬～尼崎に至る海域

尼崎～深日に至る海域

暗い茶色

オリーブ色

オリーブ径

Mesodiniumrubrur

Skeletonemacostatum

Prorocentrumtriestinui

赤涼

d

J



I 7月10日～12日 神戸和田岬～深日に至る海域 暗い茶色

Skeletonemacostatum

Thalassiosirasr

01isthodiscussド

赤開

仲 7月齢日～”日 神戸～羽倉崎に至る以北海域 オリーブ色
Skeletonemacostatum

Prorocentrumtriestiunr
赤淵

’ 8月6日～7日 芦屋～高石に至る以北海域 暗い茶色

Gymnodiniumlacustre

Peridiniumsp

Skeletonemacostatum

赤謝

Ｉ
Ｉ 8月10u～12日 樽井沖（南，北，限域不明） 晴い茶色 Mesodiniumrubru: 赤淵

Ⅲ 8月14日～16G

神戸和田岬～尼崎に至る海製

尼崎～泉大津に至る海域

泉大津～小島に至る海聴

茶灰色

オリーブ色

浪い黄緑官

Skeletonemacostatum

Chlamydomonassp

Skeletonemacostatum

鞭毛虫類

赤淵

｡

』

Ｊ
ｒ 8月21日～25日 尾崎～泉佐野沖（北限域不明） うす茶色

Skeletonemacostatum

Ceratiumfurca
赤爾

20 8月27(｣～28日 下荘沖～泉佐野沖（北限域不明 暗い茶色 Prorcentrumsp 赤淵

21 9月4II～5日

神戸和田岬～大和川を結ぶ以北i

域

神戸和田岬～岸和田沖を経て堺’

至る海域

暗い茶色

オリーブ色

Skeletonemacostatum

Thalassiosiras

Skeletonemacostatum

赤開

弱赤淵

22 9月8日～IIE 大阪港沖合～南海町に至る海域 暗い茶色

Skeletonemacostatum

Thalassiosiras

Lauderiasi

赤淵



頭
脳 発生硫認月旧 発生海域 水 色 プランクトン優占稲とその細胞＆ 考

23 ‘18年9月14日～17I
淡路仮屋～淡備を紬ふ

以北海域（明石湾口部を除く）
蹄 い 茶 色

Skeletonemacostatun

Thalassiosirasi
赤潮

24 9月濁日～訟

神戸和田岬～淡輪を結ぶ

以北海域

暗い茶色

Skeletonemacostatur

Thalassiosirasi

Leptocylindrusminimu:

赤潮

25 10月3日～4E 神戸和田岬～深日を結ぶ以北海1
膜い蛍緑色

～暗い茶色
Leptocylindrusminimus

弱赤潮

～赤瀞

26 10月11日～12［ 堺地先海域 オリーブ色 Leptocylindrusminimus 弱赤漁

27 II月5日～6I
神戸和田岬～淡路仮屋，塩尾を＃

て尾崎を結ぶ海域

渥い黄緑E

～ﾜ1･リープ色

Skeletonemacostatui 5.000～30.00

弱赤漁

～赤脚



図－1赤潮発生海域C一議認淘曝
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昭和48年の赤潮発生状況（年間）総括表表－2

1.発生継続日数別赤潮発生件数

月別赤潮発生件敷

27件

赤潮構成プランクトン別発生件敷

注プランクトン名別発生件数の多いのは1件2種以上の柵成によるためc

－24－

5日以f 6～10日 11～30I 31日以一 計

発生件謝

うち漁業被害ゼ
ともなったも‘

26件

＃

1件 27f

1 ラ ンクトン名
麹
燐 』 プランクトン名

発生
件数

Skeletonemacostatur 9判 （ Ceratiumfurca 2件

Peridiniumsi 7 Mesodiniumrubrum 2

Noctilucascintillan: 8 Thalassiosirasp 2

Prorocentrumtriestinui Ｋ
』 Leptocylindrusminimus 2

Gymnodiniumlacustre 10

その他（発生件数1件のもの

Peridiniumtrochoideui

Prorocentrums

Chaetocerossp

Chlamydomonas's

01isthodiscuss

Lauderiasp

ツノヒゲムシ



表－3昭和47年の赤潮発生状況（年間：

1．発生継続日数別赤潮発生件数

2．月別赤潮発生件数

3．赤潮榊成プランクトン別発生件数

注プランクトン名別発生件数の多いのは1件2菰類以上の柵成によるため｡
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発 生件数!

うち漁業被害も
ともなったもa

5日以I

ISf

6～10日 11～HI) 31日以上

19件

11

発生
件数

－
４ 19件

プランクトン雪

Skeletnemacostatur

Prorocentrumsp

01isthodiscussp

Eugl e n a s p

Mesodiniumsp

Chaetocerossp

Thalassiosirasp

Rhizosoleniadelicatula

Ceratiumfurca

発生件数

16件



大阪湾海況の自動観測

安部恒之、城久

48年3月．国の補助を受けて大阪湾に設置した海況自動観測ブイによって水温塩分.PH.流

向，流速の連続観測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶による観測で

は把握できない海況変動の実態をあきらかにし，赤潮発生等水質汚濁現象を監視することが可能であ

る。

設置鳴所

（ブイ局）

大阪府泉佐野1li阪南港泉佐野沖防波堤灯台より真方位2905Km(N,34．

E13506'09")水深18m

（基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内

図｜海洋観測ﾇｲ設置罵所図

奨4影勇

熟議画鰯

繍撫潔展
曇地旬蕊騨卿炭

璽燕讃

－26－
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観測項目等

（幾脚･･･…9..-im)

（底胴･…･…･一17in)

毎正時1024回観測

水温，塩分.PH,流向,・流速

水温’塩分

システムの概要

とのシステムは海上に設盟された観測ブイ局と陸上においてデータを受1【iし，印字する雄地局により

柵成される。

ブイ周は測定器と.flf子回路，焦線電送機器，電池等を塔戦したアルミ製のブイ本体とで構成され．

基地局からの指令で観測し，データをデジクルパルス符号に変換し，韮地局に送個する。

雄地励は,3Oft,I時肌3時fillのいずれかに設定された時間IHI開で，ブイ局に観測術令を出し，

受侭データを数値変換し，タイプライターで印字する。

これらの操作は，すべて自動的に行われる瀬手動による任意時の観測も可能である。

作動状況および管理上の諸問題

観測は昭和48年4月よm始されたが.48年I2月段階では，ほぼ満足すべをデータを符るとと

ができた｡しかしながら，正確な梢鞭を長"lにわたって迎統的に側るためには，管理・巡岱上において

いろいろな問題点－それらは雌終的には技術的に解決されるべきであるが－を残している。

1．附諦生物の影霧

・おもな付粉生物はフジツポ，ワレカラ（端脚顛）イガイ，小ヤ，藻類で，イガイは6～7月にフジ

ツポ，ワレカラは6～8月に雌大の繁殖を示した。

・付粁の影響を最も早く受けるのは流向・流:速計で，夏季（7月）では掃珠後1週Ⅲiで流速が0厘／

secになった。これはワレカラがローターにびっしり付薪するためと，ローター上部空洞部内でイ

ガイ淳が生蚤して回転を止めることにエるo

・表刷・塩分計の砿磁誘導セル内への付茄はおもにフジツポで，これが付茄・生股することによって

セルの断面状が小さくたり，見かけ上塩分漫度が低下する。これの影響は夏季において著しく，例

えば§/1～Vi,(43日ⅢI)で1.0*.,V.o～Vs(22日Ill])で3.0&,V,o～"/(17日

Ⅲ}）で1．5銑低下した。

・pHセンサーでは内部での付軒はホヤ，イガイが目立つ程庇であるが，ブイ'レターはワレカク等で

ほとんど目づ塗り状態になり，海水の循環が悪くなる。

.“塩分ｾﾝ1-は輿季に'ｲﾔーｾﾝｻー取付部懇にｲｲ，’ﾚｶ'の制勝が目施つ｡聴恥
’し内にはフジツポが1～2個(1ヵ月IⅢ）付く程度である。また稚ガニがセル内に生息することに

－27－



よる塩分の極度の低下が時々あった。

･毒性塗料は7月より使用したが効果は夏季で10日間程度と思われる。しかし付着量は塗布部分

では少なく，付着していてもフジツボ等は非常に除去しやすい。

又岐大付若期を除く，春，秋季や底層センサー等への効果はあると思われる。

"僻異“鵜

2．データの誤差について

検定はセンサーの掃除・点検の前後には常に2～3回行った。をた湾の定期観測階にもブイ近傍

で行うようにした。検定の方法は，ブイ付属の無線電話で基地局と交1乱手動観測を行い、プリヒ

ートのIll],測定屑に北原式採水器を設置してデータ電送と同時に採水した。水温は棒状温度計（検

定済）で測定，塩分,PHは実験室に持ち帰ってから，サリノメーター.PHメーターで測定した。

流向・流速計は電気流速計により時々検定した。

(1)水温

水鮎計は，生物の1指に関係なく±0．1℃の精度を保った。

（2）塩分

塩分計の梢度としては±0.1鈴が保証された。o,l銑以上の場合も定誤差であるので補正は可

能である。しかし生物が付着した時の測定誤差は大きく補正の方法にも問題が残る。

(3)pH

PH計は掃除後pH値が安定する蚤で数時川から1日かかることがある。したがって掃除直後

の検定は正しい方法ではない。フィルターが目づ童りしていない時の掃除前の検定では±0.1

℃の精度を保つ戒時々安定性に欠き、定誤差ではあるが一定期間にわたって0.3程シフトする

ことがあった。

（4）流向・流速

ブイの流速計は瞬間値であるのに対し，検定用流速計は1分間平均値あることと，設置方法を

同一にすることが附雛であるため，正しい検定を行うことができなかったが，流速で±5en/sec

流向で士10℃程腰の情腰であると思われる。

－28－



3．データの補正について

この観測期間中，水温は精度内のデータが得られたので補正は行なわなかったoPHは安定性の点

で若干問題はあるが，一定期間の相対的変動をみる場合にはデータとして有効である。検定データの

ない一部を除き補正は可能であった。
径過日準

塩分はセ,し内に生物が付着しない051015日塩分はセ'し内に生物が付着しない

ように，掃除をすれば安定・正確な

データが得られるが，生物が付着し

たときのデータの補正には注意しな

ければならない。

図2は生物付着による塩分の低下

の経日的な変化をあらわしたもので

ある。掃除を行い毒性塗料を塗って

から10日間は塩分の低下はなかっ

たが，その後6日間に1．6紬も低下

している。この図から塗料の効果が

10日間程あったことも示すと考え

0.0

塩
分
変
化
量

-0.!

-I.I

-I．§

(％｡）

られるが,一且付着してからの,塩図2生物付着による塩分の低ﾃf

分への影審はかなり短期間で進行す (S48.8．II～8．27)

ることがわかる。これを最初と最後の検定データから直線内挿によってその間の補正鼓を求めようと

すると点線のようになり，例えば10日目ではI強程過剰な補正をすることになる。したがって生物

の最大付着期には，第1にセンサーの癖をすることであるが，それが出来ない場合は，いろいろな

方法で検定データを得ておくことが必要である。

観測結果の概要

水温塩分,PHの毎時観測データから，それぞれ日平均値を求め，その季節的な変化をみたのが図

3である。

水温の全体的な傾向としては表屈では8月10日頃般大30℃に達し，それ以前ではL昇，以後で肘

下降期にあたり.I2月末では約10℃になる。底層では9月始めに最大27℃に達し，それ以降は着

夏季と比較して表層との較差は小さくなり，逆転が目立つようになる。

塩分では，底層は5月を除いて32％｡以上を示し変動は小さい｡表届では4月20日頃から約1カ月

にわたっての低かん状態が特徴的である。

数日からI0日程度の周期の変動に目を向けると春から夏の水温上昇期には塩分の下降ピークが水温

の上昇ピークに，秋から冬では塩分の下降ピークが水温の下降ピークにほとんど対応している。このと
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とからこの海域での海況変動が湾奥河川水の消長によって支挺されていることがわかる。

PHの変動から赤潮の発生状態を知ることができるが,8.4以上の時は赤潮が発生していたとする

と.12月を除いて毎月発生しておク，特に7月前半では2週Ill]以上にわたって発生していた。省た

PHの上昇期は表側塩分が低い時期に対応しており，栄饗塩の起源が流入河川水にあることを考え合

わせると，興味深い。

水温I塩分pH等についてのさらに短周期の変動をも含めた詳細な解析結果については研究報告

零にけい載の予定である。
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重金属類に関する調査

1）海水中に溶存する重金属に関する調査

城久、安部恒之・矢持進

重金属による内湾汚染の現況を明らかにする研究の一環として，大阪湾の海水中に自然の状態で溶存

している数種重金属濃度を涜淀し，その水平および鉛直分布の状況を調べることを目的とする。

鯛査の時期

第1回昭和48年12月11日

第2回昭和49年2月4～5日

第3回昭和49年4月3～4日

st．’～10のI0点

st.l.10の2点

st、1.10の2点

採水地点と採水層

汚染源と考えられる河川，港湾の人口部を主体に沿岸部8点と湾奥，湾中央の代表的な沖合部の2点

から採水した（表－1参照)o

採水層はst.2～9が表層と海底からl～2fn上の底層の28,st.I.10の2点は表のごとく多履

採水を行った。

表-1採水地点と採水層
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st.Ji 緯 E 経度 水協 採水恩 地点呼称

■
日
凸
飼
〃
画
飼
口
四
４
月
『
Ｐ
閉
④
邸
庁
田
偶
Ｊ
Ｏ
Ｆ
函
匙
グ
Ｌ
も
ｒ
Ⅲ
、ｌ

血
。
■
●
●
●
■
ｃ
ｃ
●

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
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別
邸
腸
弱
腸
隔
”
咽
躯
幅

〃
Ｊ
＃
〃
〃
〃
〃
〃
β
〃

州
銘
妬
剖
認
釦
訂
溺
謁
四

。
。
◎
○
◎
。
○
。
◎
◎

訓
訓
訓
拠
劉
訓
釧
狐
訓
訓

Ｎ

″
〃
″
〃
″
″
″
〃
〃
例

哩
但
舗
柘
幅
帆
賜
訂
弱
副

＃
〃
＃
〃
』
＃
〃
〃
〃
ｊ

ａ
４
の
⑨
貝
》
公
、
４
屯
ワ
』
０
１
ｎ
ろ
”
Ｉ
、
Ｕ

の
色
Ｏ
Ｇ
⑨
色
の
“
ｏ
』
の
昼
⑨
“
０
１
。
’
。
’

◎
○
。
○
０
Ｏ
◎
。
。
Ｏ

鍋
弱
弱
弱
弱
鍋
弱
謁
鵠
錨

１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

Ｅ 11m

|〕

16

17．5

20

１
０
８
７

１
１
１
２

0.2,4,6,8.10m凧

0，9加増

0,15m層

0,16m@

0,19m@

0,8mm

0，lOwiffl

0,9況屈

0,16m@

0．2.5.10.25況卯

神崎川河口杵

大阪港関門

大 和 川 河 口

堺 港 〆

泉北港に

大 津 川 河 口

貝塚港前

泉佐野地労

湾奥沖合部

湾中央部



測定項目

Cd.Pb,Cu,Znの4金属と塩分、

卿査結果

i州在結果の慨嘆は下記のとおりである力､詳細は大阪府水産試験場研究報告節4号に褐戦した。

①大阪湾の海水中に自然の状態で溶存する4極の皿金属はCd0．3～1.0ppb,Zn10～50ppb

Pb3～39ppb,Cu2～6ppbの渥腰で仔在する。

②Znの溶存倣は塩分と逆の相関を示す。さた海域に流人後も物理的．｛畦龍的変化をあきク急速には

受けていない。

③大阪湾にあって汚染の中心的海域である神崎川河口海域では底屑の還元状態が綬む冬期に底質から

Zn,Pb零の金屈が溶出している状況が把握された。
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2）大阪湾の重金属による環境汚染が水産生物の体内濃度におよぼす
｜

影響について

城久、矢持通

大阪湾の亜金属による環境汚染は大阪港を中心とした湾奥海域の底質にその影馨が強く現われるが湾

中央にかけて急激に減少し，湾口部に近づくに従って次第に正常化していることが判名している。この

ような海域環境が湾内に生息する水産生物の体内湿度に及ぼす影響と食物連鎖による体内濃縮の可能性，

漁獲物の安全性等を併せて検討することを目的として大阪湾産プランクトン，海蕊甲殻理魚顛等

13種no検体につき可食部中に含堂れる6種重金属(Cd,Pb,Cu,Zn,Cr,Total-Hg)濃度

を測定した。

調査の方制

プランクトンを除く供試検体は海域別に漁協を通じて買入れ，骨，皮，内ぞう等を除去した可食部を

細断して均一化し（ノリ，ワカメは養殖物を製品化したものを使用），湿重状態で109をとり赤外線ラ

ンプに照射後低温灰化装置によク24MlⅢ灰化する。灰をi:2硝酸で溶解し湯浴で蒸発乾固した後l

影温硝酸で洗浄して10越忙定容した液を直接腺子吸光度計にかけて測定する。全水銀は試料を硫酸一

硝酸で湿式分解し還元気化法によって測定した。

プランクトンはGG54．××13のネプトで採取したものをそれぞれ動物・植物プランクトンとし，

湿状態の童L魚類と同様に処理した。

飼査結昇

調査結果の概要は下記のとおりであるが，詳細は大阪府水産試験場研究報告第4号に掲載した。

①環境汚染と生物体内濃度の関係か最も明確に対応したのがノリ・ワカメ等の海藻である。養殖物を

対象としたLめ汚染の最も進行している湾奥の状況は不明であるが，4採取海域の試料温度はいずれ

も北から南の順に低くなり，貝塚地先のノリは明らかにCdによる汚染を受けている。

②プランクトンは大阪港周辺で採取された植物プランクトンが泉北以南の海域にくらべて高漉度であ

り，動物プランクトンでは岸和田沖を中心として北中部の広い海域の試料が南部岬町沖や紀伊水道に

くらべて明らかな濃度差を示すなど環境汚染の影響が体内浪度に及んでいた。

③底質に密告して生活しているエビ・シャコ等の甲殻類は体内温度が他種にくらべて高いけれども，

環境濃度に影審されることは少なく，むしろ個体の生長に伴って増加する傾向がCu,Hgにあらわれ

ていた。

④魚類ではPb,Zn,Hgの3金属に汚染の影響や環境に対応した体内漫腰を示すのかみられたが，
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汚染しているとみなされたものはサバの一検体だけであった。

⑤環境濃匝と生物濃灰の対応が，海藻類では明確に，プランクトンではやx漠然とした状旭で，魚

類については部分的に認められたということは，醗境から体内への取り込みにあたって栄養恢取，

個体成長、生理生態等生物秘特有の要因と吸藩等物理的な要因がそれぞれ別個に関与していること

によるものと考えられる。

⑥今回調在した魚介類可食部漫度についてみる限り，食物連鎖による亜金属の体内渥縮は行われて

いないといえる。

－36－



3）低温灰化装置を用いて魚体中に含まれる数種重金属を定鼠する

方法について

矢持進、城久

一般に生体試料中の重金属を原子吸光光度計によって測定す基には乾式灰化試料溶液を直接原子吸光

装慨忙喰霧する方法と酸分解後，目的金属を有機溶媒で抽出し，分離挫縮した溶液を喰霧する間接法と

に大別されている。しかしその前処理過程に於いて電気炉による乾式灰化法は，試料を500℃近くで灰

化する為．金属の抑敗が，又酸分解-溶媒抽出法には操作が煩雑で，かつ大鼠処理には不向きであること

等の問題点が指摘されている。そこで今回，魚介類中に含堂れる砿金屈を定髄するにあたっては，これ

らの点が比較的改良され，かつ迅速、簡単な低温灰化装腫による灰化試料を酸で溶解し直接原子吸光装

置に噴霧する方法を用いたが，それに先立ちこの簡易法によって数種Ⅲ金属を同時に測定する際の再現

性．回収率等その信頼歴について予備的に検討を行った。

材料及び方法

I.供試魚介類

実験に使用した魚介類を表-1に示す。こｵ'らの魚介類は漁業協同組合を通じて賊入し分析時まで一

30℃で凍結保管した。

表-1供試魚介類

勝泳魚蕊 アジ、らり･（、コノシロ，タチウオ、カタクチイワシ，スズ剣

魚騨
底生魚類 アナニ

甲殻 燕 シヤ者

海草蓋 ワカ．

2．分析対象重金属

Zn,Cu,Pb,Cd,Cr,Total-Hg燕注-1

3．低温灰化一直接法の概略

できるだけ細く切り砕いた湿潤試料59ないし10gを精秤し，灰化ボードに薄く引延ばす。赤外線

ランプで5～6時間照射して乾燥させた後，低温灰化装催に入れ20～24時Ⅲ}灰化する。灰化後，硝酸

溶液(l:2)を湿亜59当たり1胴＃加わえ¥2～¥H時間放脳し，後湯煎器で蒸発乾固させる。紘固

※(注i-1)Total-Hgについては湿式分解一還元気化法により定畷を行った。

－37－



せたボードに温硝酸(l:99)を加わえ溶解させる。この時酸不溶物が存在すれば炉紙（斑5-B)

でF過して炉液を20池のノスプラスゴに受ける｡ボード及び炉紙はさらに温硝酸で数個洗い,全Mを

20域とする。この液を直接原子吸光装世に注入し，そのピークの高さから検蹴線法により定温する。

低温灰化条件

装通;IPC1003-B型低温灰化装置

RF出力;ISOwatt

周波数；1356±0．005RMHz

雌米圧及び駿素流Mi0.5&,ISOnrf/min

灰｛mini;20～24時Ⅲ｝

結果と考察

1．再現性．回収率に関する試験

アナゴ及びサバの同一試料4～8旗体をとり，その半分にZn,Cu,Pb.Cd淳数剛Ⅲ金属を含む

硝駿岐性金屈水溶液を同時に定Ht添加し，再現性，回収率について調べてみた。試験納果は表-2に

示す通りである。再現性についてはアナゴのPbでやや不良なのを除きだいたい良好な紬果が得られ

た。回収率は定品添加した時の測定価の平均と，無添加な時の測定値の平均の差を，添加脳に対する

比率で我わしたものであるが，92～108%で満足すべき値となっている。

2．倍敵性にI則する試験

サバの同一試料6～8検体を湿皿59と109に分け,Zn,Cu.Pb,Cdの4金屈について定量

し，その倍数性を検討してみた。試験桔果は表－3に示す通りであるが，全般的に59試料の亜金属

含布欣に対する109試料の含ｲ『価の比率が2より小さくなっており,Cdでそれが著しい｡これらの

傾向は，低温灰化装世による109試料の灰化が上記の低温灰化条件では不充分であったことに起

因して生じたものと思われる。したがって,Cd等0.1/iy/gwet以下の濃腫で含される微吐な亜金

もを51試料で，蹴子吸光光喚計の感喚を上げることにより，検出限界内の指示値で定fitできたこと

から，魚介顛中の亜金屈を定hける際の試料鼠としては51のほうが良いようである。

3．塩駿溶解法と硝酸溶解法によるCr定品値の比較

CrをZn,Cu,Pb,Cd零と同時に定撤することを目的として，低温灰化後，硝峻溶波(I:2)

による溶解を行い，その定鼠値と灰化後,10形塩酸溶液で溶解した時の定吐値を比較してみた。試

験枯果を表一‘1に示すc一般に硝稜溶液が試料中の金屈元素を溶解さすのに用いられているがCrに

ついては硫鹸溶液と反応し金鵬汲ifiiに不溶性の酸化被膜を形する為，硝酸ではCrを完全に溶解でき

ないとされている。
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窪－2再現性及び回収 率 試 験 結 果
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表－3倍数性に関 す る 試 験

しかしながら我一4にも示されているように，硝酸で溶解した時の定蹴航の再現性も良好で，かつ両

溶解液による定lit砿には殆んど差がない。したがって低温灰化一硝鹸溶解法によるCrの他4金属と

の同時定titも充分可能であると考えられる。
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表一‘I塩酸溶解法と硝酸溶解法による定職値の比較(Cr)

4.Total一Hgの回収率，再現性に関する試験

魚体中に含堂れろZn,Cu,Pb,Cd,Cr等，数秘璽金属の低温灰化一面接法による定、に関しマ

予伽的に検討してみたが，これと並行して,Total-Hgを湿式分解一還元気化法で定量する際の再

現性，回収率等についても検討してみた。

全水銀測定法のう唾一シート

①分解フラスコに魚体可食部lOyを梢秤する

に2～3時間放置②DVIlOml.HNO3lOrf,HoSO.,10m̂を加える醤． (加熱ni'l

③石綿上直火で加熱

（この操作をフラスコ内の液が淡黄色か白色になる雀で適宜 HNO,を加えたがら行う

④放冷後lO-PoUrea10mt,DW25rriを加え 10分間加然。

⑤放冷後10%KMnO,,2～3洞2を加え20分間加熱。

NH,OH・HCI溶液を滴下する砦⑥放冷後過マンガン酸カリ溶液の紫紅色が消える堂で20%

り水銀気化分析計に入れるこ⑦200“にノスアププ→検液100m/を皇一

1R1096SnCl21On/を加える→吸光唾を読む。

この方法を用いて魚介頚中の全水銀定風侭の再現性，および定蹴添加風に対するHgの回収率を鯛（

た桔果を表－5に示す。表に示されているように，再現性については，カタクチイワシ’アジ’。z

シロ等，各々同一試料の測定価には殆んど差がなく非常に満足すべき結果が得られた。回収率につい

ては81．8～106.9%の間で変動し，魚介類中の脂肪風および分解時の加熱条件等により期減する

のと思われる。

一・11－

二弐ﾐミ
タチウオ5ywet
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①塩酸溶解による面

壁値(/4̂ /ywet]
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2．0．‘1’

3．0.4

4．0．4

②硝酸溶解にkる月
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の
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良ウ
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X10G
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表-5Total-Hgの再現性，回収率について

①；回収率は定量添加試料の濁淀値と無添加試料の測定値，各々の平均値の差を定量添加鼠に

対する比率で表わしたもの。

②；ワカメのみ乾堕39でその他は湿電10;で定駁した。
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まとめ

今回，魚介類中に含堂れる6種の亜金屈の定髄法について検討を行った。その枯論として，今回用い

た方法（低温灰化一直接法）は従来行われていた電気炉による灰化法や，酸分解一溶媒抽出法にくらべ

て金属の揮敗を防ぎ，かつ迅速，簡単にZn,Cu,Pb,Cd,Crの5金属を同時に定量できることが判

明した。しかしながらワカメを低温灰化一直接法を用いて定価するには灰化後の灰中に有機物が残存す

る等の点で問題もあク，今後さらに低温灰化の方法を工夫する余地があると思われる。TotalHgに

ついては回収率力約80～110妬の範囲で定髄可能であるが，加熱条件の変動が定鼠値に影審を及ぼす

ことから，酸分解時に，定髄添加した試料を付け加え，得られた回収率で，各試料の定湿値を補正する

等の配哩が必要であろう

－．13－



魚介類の椎仔期におけるコンクリート汚水の影響について

吉 田俊一

架橋工小には大最のコンクリートが使用され，施工に際してのセメント粒子の流出が予想され，こ

の濁り，およびアクの水産生物に対する影響が予測されるので，その影響濃匪を推察するために実施

した◎

本調査は，（社団法人）日本水産資源保護協会から委託された本州四図連絡架橋漁業影響調査の本

府分担調査として実施したもので，詳細は本州四国連絡架橘漁業影響調在報告，魂5号，（昭和49

年3月刊行)p.143～150に集録されている。

拭験方法および結果

市販ポルトランドセメントを0～400ppmになるように海水中に懸濁させた中に供試生物を収容し、

48時間以内の影響（主として生死）を渦査した。

実験の結果は第1表のとおりで，24時間以内にはク'レマエピ，ゴウイカは200ppmで，ヨシエ

ピ，シリヤケイカは300ppmで，それぞれへい死，アサリは200ppmで潜入行動に影響がでてく

る。48時間ではシリヤケイカ，イソゴカイは200ppmで，クロダイ，ガザミ，コウイカは100

ppmで影蓉（へい死）してくる事が予想される。

第1表魚介類幼稚仔に対するセメントヴ影審濃喚とpI

影響濃哩(ppm
大きさ 水温（℃ pHの範匪

24時間 488報

クロタ･イ 尾又長14～21 20．2～22．1 400‘ 100 8．26～9.8f

クルマエビ 胸甲長2～5廓 22．5～26．1 20 200 8．32～9．5（

ヨシエビ 胸甲腫12～19 17．6～18．8 30 300 8．62～10．2

ガザ： 甲幅7 ～1 0画 20.2～22．1 400‘ IOC 8．26～9.8f

コウイカ 胴艮9～1I0 22．5～26．6 20 IOC 8．32～9．5（

シリヤケイカ 胴長3～6! 22．5～26．6 30 20（ 8.30～9.7:

アサ！ 殻長28～37m 25．8～27．0 (200） (8.00～8.82

イソゴカ4 体亜0.26～0．32 20．2～22．0 400- 20（ 8．26～9.8f

影響狸度は致死の認められた濃度，ただしアサリは潜入阻害浪喚

－‘l‘1－



漁況

林凱夫

毎月下旬，春木，岸和田，泉佐野，尾崎，淡輪，深日の6漁協における着業漁業について，その漁珊

と漁渡状況を聴取b，通報としてとク室とめ，府下の漁協をはじめ関係先へ送付している。なお深日漁

協は本年（48年）4月から新たに加えたものである。

本年は6月上旬に水産庁に上る魚介類PCB汚染調査の発表があり，その結果一般消撹者は魚介類に

対して強い不安感を持つようにたり，府下はもと主り全国的に魚介類の売れゆきが減少した。このため

6月は出漁を見合せる組合が多く，漁況聴取り調査をとりやめるにいたった。7．8月においても各漁協

とも操業時間の短縮，休漁等の出漁調整を行ない，操業状態が回復したのは9月に入ってからである｡

魚類価格の復旧には発表後5～6ケ月かかっている｡

PCB汚染潤盃発袈の影馨を最も強く受けた漁業は，コノシロ，ボラ，セイゴを対象とする小繰網，

囲刺網である。前年には府下総漁獲澱の13%(3.867t)の漁獲があったコノシ。の関東方面での出

荷が規制されたため，コノシロを主要漁獲物とするこの2漁業そのものが消失するにいたった。

昭和48年1月～12月の各漁協の着業漁業種類と漁況を表に，漁場を図にし以下に示した。その概

要は次のとおりである。

巾藩網：昨年に引き続き，6月中旬からの出漁を予定していたのであるが，前述のPCB汚染鯛壷

の影響を受けて当初は出荷見通しが立たず，出漁したのは8月下旬からである。10月末には終漁した二

しかし漁期全般にわたり，カタクチイワシ魚群が漫密で8.9月は大羽を1日1統あたり平均60.000K'/

お､よび64.00OK'/,10月は中羽を75.000町漁獲し，府下の年間合計漁獲高は19.181tとなった。

マイワシ中羽もI0月に1日1続あたり1.000彫漁獲され，府下合計で5871となった。

ぱつち網:10月中旬から出漁し.12月末で終漁した。府下で約50統が若業し，カタクチシラヱ

を昨年並の1.520t漁獲している。10.11月には岸和田～尾崎沖合に出漁し.1日】符あたり400

-600町の漁獲があった。終漁期の12月に入ると，南下した魚群を追って尾崎以南の湾口部海域に

出漁し，200～400彫の漁獲であった。

小繰網：コノシロを対象に高石，春木，岸和田の漁船7統が4月から出漁していたのであるが，6

月上旬のPCB汚染調在の発表後，コノシロの出荷見通しが立たず，春木，岸和田の当該漁業は休漁し

ており，現在漁業転換について考噸している。48年度の小繰網によるコノシロの府下漁狸賦は3541

で，昨年の11形に相

沖に出漁している。

石げた綱：ガ･ﾘ”

する。4月の1日I統あたりの平均漁穫量はコノシロ2.000Kyである。堺市

凋年好漁であった。特に8～12月は1日1統あたり^0～35町の漁獲があク
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登漁であった。このカザミは石げた網を主体に板びき網，えびとぎ網，かに建網等で漁獲され，府下

漁獲、の年計は409tであり，これは昨年の5.2倍，昭和32年以来のことである。しかしアカガイ

シャコ，ノイタカレイ等は昨年の漁獲合計の70～40形であり，かなり減少している。

板びき鯛：イポダイが7～10月に於て5～20噂漁獲され，ここ数年来の好漁である。府下年

計で55t漁獲され，例年(44年以陶=)の40~50形の増加である。コウイカ畑の漁獲も春季および

秋季に5～15Ks>の漁獲かあり，例年並以上である。一方当駿漁業の主要漁獲物の一つであるアナゴ

が各月において,1～20町の漁獲で例年と比べ半減している。

えびこぎ鯛：小エビ麺の府下漁獲鼠は一昨年（昭和46年）の405tを最低に昨年は578t,本

年は735tと徐々に回復している。

5～12月の漁期における181統あたりの小エビ顕の漁獲mは35～76町である。なお昨年は

30～70町，一昨年は10～50彫であった。左た昭和30年代前半にお､いて小エビ類中の主要穂で

あったアカエピ，トラエビが40年代に人ってほとんど出現しなかったのであるが，この2種も48

年には混獲されていた。

貝げた網:1～3月に高石～泉南市の地先海域でモガイの大貝，中貝を181統あたク400~

800噸漁獲している。岡山県および九州方面への種員（椎貝，小員）としての需要が激城したため．

漁期か短縮し（47年は1～6月,11．12月),漁獲愚も府下年計で47年の4．414tから566t

（13粥）と大巾に減少している｡

たちうお釣:PCB汚染調査発表でタチウオは一般消費者から敬遠され，売れ行き不振で7.8月

は休漁していたのであるが，安値ながら売れ始めた9月から出漁してI1月で終漁しているo1日I

統あたり9月50胸，10月25ty,II月20噂である。

流し刺し網：春木の漁船が10月に堺～岸和田沖に出漁し，サワラ5町，サゴシ15K9,マルソ

ウタ'10町を漁獲している。昨年(5月サワラ15Kji,8J!ツパス40町，10月サワラ40町）に

比較しかなり不振である。

定置網：8～12月にかけてマアジが10～50晦漁獲され好漁，その他の魚種はほぼ例年並で

あった◎

建網：南部の組合が地先海域へ出漁し，コウイカ顔，ク･チ，メバル，カサゴ，カレイ類，カワ,、

ギ等10～30噂漁獲している。例年並である。

きす建嗣：4～8月に出漁し，キスを主体にエソ，ク･チ，ネズプポ類等10～20町漁獲してふ、

り，例年並の漁である。

かに建網：昨年同禄春木，尾崎の漁船が8～10月に出漁した。かなりの好漁でl統1日当り，

ガザミを平均8月45K9，9月40K9，10月30K9漁獲している。網目が14画前後と大きいため

漁獲されるカザミもほとんど3001以上の中，大ガニである。をたこの時期がガザミの交尾期前か

ら畷期にあたるため，雄ガニの移動が激しいものと考えられ，漁獲される90彫以上は雄ガニである。
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なお雌ガニは，脱皮直後の甲の軟らかいものが大部分で商品値は非常に低い。

たこつぼ：陶謝地先海域で周年操業し,ﾏダｺ8~18”獲されている｡,蔽腫例年並。
し､いだこつぽ:1.2月淡姶地先で携錐している｡イイダコの雌6～15彫，雄3～5K9の漁獲であ

る。

のべなわ：春木，岸和田の漁業者が泉大沖～貝塚沖合で扱業している。マアナゴ25～30彫の漁

穫である。

昭和14-8年組合別操業漁業種類

麗璽ﾐ…………"…ぴ…織繍…
聯木○○ ○O

岸和田○○○ ○○○

泉佐野 ○○○○ ○

尾崎○○ ○ ○

淡鎗○○ ○ ○

深日○○ ○ ○

麗運ﾐ…““･学“‘唾繍…腫男い縫鳥…概
瀞木 ○ ○○

岸和田 ○

泉 佐野○

尾埼○○○○

淡轄○○○ ○O

深日○○ ○

昭和4-8年1月～12月漁況

巾着網
K，／1日l夢

魚 郡

カタクチイワシ60.00061.000 7.",.01)0

1.000

8.伽0

マイワシ

。ノ シ 宮

ばつち網
彫／1日1善

1011】皇
魚刷

カククチシラス''45045020（
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石げた網
岬／1日1統

えびこき'網 小繰縦
彫／1日l統 胸／lBl統

DII

流し刺し線
］30402（ K9／1日1絃

DZO303f

【）IC
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板びき網

彫／1日1痔

234567891011
魚刷

コウイカ

シリヤケイ先

ジンドウイカ霜

ミ ミ イ 主

マダ三

テナガグ≦
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〃小

ガ ザ
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エ ソ類
マ アナ＝

〃、 乏

力 マ言

マア ジ

イポダーゼ

マク･

スズキ

シロ ク ･ 弓

キ宝

アイナ歩

ノイクガレ.：

マゴガレ．：

シク琴

その他魚壷
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且
■
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Ｆ
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』
〆
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■
、
■
■
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０
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１
１

3 3

121551520

6

1

2015＋312 1(1
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2020 56：

2

38 ＋ こ22

０
４

１

戸
、

たちうお釣貝げた網
的／1日1詩K9／1日l話

I2 9101
魚、
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カレ イ 類 3

－‘19－



定■網
胸／1日l統

9Ⅱ

n40503C

網
K9／1日1統

3456789101112
魚穏

コウイカ

シリヤケイカ

ガザ- 2 0

ｼﾛグチ

マダイ

メ ノ 、 ル

カサゴ

マコガレイ

カワ〃、ギ

Ｉ

きす建網 彫／1日1統 かに遮網 的／1日1統

魚 45678

6

101568

144

8 9 1 0
魚樋

エソ剛
シ ロク。チ
キス

ネズプポ鋤

ガザ
。
■
一
一
八
一
｝
一
口
距
一
｝
一
一
一
口
’
一
．

3 0 4 0 3 0

15

9 M

彫／1日l統のべたわ

§‐雲引号冒一ﾌ蓋
魚 種
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昭和48年月別魚類価格（円／彫3

(毎月下旬漁況刷在時，泉佐野・尼崎漁協にてききとりｰ

1234567891011
魚樋

モガイ
アカ ガ イ
コウイカ

シリヤケイカ

ジンドウイカ類
ﾏ ダコ

テナガグコ

イイグコ(卵有り）
〃（卵無し）

：喝

900

０
０

５
弱

茎

600

1,000

1.000
800

8Q0
400

750
300

1.000
700

300

100

900
1鍔、

9㈹1．0伽
500

1.2001,2001.200
5508008001,100

600
200

600500500700

400

7r,o

500

200

500700700750

900
250

900
300

クルマエビ3.別iO4.0005,0004.0004.ouo
ヨシエビ3,0003.0003.5003.0003.000
小エビ類大1.0001.0001.1008001.100

〃中50060 0 6 0 0 6 0 0 4 0 0

カサミ災1.8001,5002.5001.500I.釦0
〃小1.0008001.500

シヤコ 25 0300400450500

2,5003.500

2,5伽2，5003．000
550700800

300350500

800

1,000700800
4㈹

1702M鋤0

4,500
3.鰯0

8伽

500

3.000
.1,1(1

泌0
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1,000
500
1伽

０
０
０

叩
和
謁

＆

1.800

1.000
150

1.400
700

ISO

ﾙ10

no

20

250

コノシロ

マ イワシ

カタ クチイワシ

カククチシラス

エ ソ類
マアナゴ
タ､ モ

サ ワラ

カマ ス

タ チ ウ オ
マ アジ

イポグイ
, セイゴ

スズキ

マグイ

シロク・チ大
〃 小

キス

クラカケギス

ネ ズッポ類
ハ ゼ類
ノバ ル

カ サゴ

ヒノオコセ･

オニオコゼ

アイ ナ メ

ノイクガレイ

マコガレィ
イシガレイ

シク類大
〃 中
〃 小

力ワジ、ギ

1525

I5O
1帥

700

200

200

750

200

150500

1.700

30

800

2.000

30

550

2,000

き･・

600

1．500

coo

COO

500 loo 400

500

100

700

800

300240

300600200

500

500 700 60(） GOO500 100

300

500300500 500

9001,200

2,500
MO300

SOOC'h)

30

700

5070

600

300

1．00(1

400

KO0

鋤
叩
釦
仙

８
４

:<'i

800
50

I.1001.200 1.400800
100

300250

鋤

1,2001,000

1.2001.000
20

1.400
1.釦0

1.0001.200

60皇国3030

4035

1.2501.250

1.1001．100
6OO

０
０
０
０
０
０
０

２
釦
加
３
釦
別
別

印50

1.500

1,0009008007008001．000
1．000900800600

600CO0

1,0001,000
400

300150150

700800

800

500

1,0001.1501.200
600700500

300300

800

400
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